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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,84 45,99 +0,15 45,79 +0,20

USD / BRL Spot BRL 2,2148 2,2069 -0,0079 2,2367 -0,0298

USD / JPY Spot JPY 101,50 101,50 +0,00 102,43 -0,93

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.976 53.353 -623 52.112 +1.241

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 153,4 150,3 -3,1 154,7 -4,4

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,16 12,11 -0,05 12,45 -0,34

DI Future Jul15（金利先物） % 11,43 11,40 -0,03 11,55 -0,15

3 Months US Dollar Libor % 0,229 0,227 -0,002 0,226 +0,001

CRB Index（国際商品指数） Index 305,9 306,8 +0,9 311,5 -4,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー
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Indicator Unit 5月16日

昨日のドルレアルスポット相場は新興国通貨選好の動きからレアル高となる展開でした。
朝方は週次サーベイで今年末の成長率見通しが引き下げられ同インフレ見通しが引き上げられたため、
先週末比レアル安の２．２１台後半から始まりました。しかし、今月の総合インフレ指標ＩＧＰ－Ｍが市場予想
を下回ったことや全般的に新興国通貨選好の地合いだったことからレアル売りは続かず切り返してレアル
買い優勢となり、一時２．２０台前半へレアル高となりました。その後は小動きとなった後、結局２．２０台後半
で引けています。

昨日発表された週次サーベイでは、今年末の成長率見通しが１．６９％から１．６２％へ、同インフレ見通し
は６．３９％から６．４３％へそれぞれ悪化しました。成長率見通しは消費減速を受けて最低水準を更新し、
インフレ見通しは中銀が今後の抑制を示唆しているにもかかわらず再び悪化しています。基本的に成長率
見通しの低下傾向やインフレ見通しの高止まりは続いており、レアルへの好材料とは言い難い状況ですが
レアル相場は微妙な均衡を保っています。グローバルには米国がテーパリングを進めていくなかでも日欧が
緩和を継続・強化する姿勢を見せているため、高金利通貨選好の流れがレアルのサポート要因になって
いると言えます。当面はこの均衡のなかでどちらに傾いて行くのか見極める展開が続くでしょう。
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